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ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス 

 
第
一
回
「
四
日
市
☆
映
画
祭
」
い
よ
い
よ
開
催
！ 

一
昨
年
か
ら
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
構
築
し
て
き
た
「
四
日

市
☆
映
画
祭
」
が
い
よ
い
よ
形
に
な
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
１
０
月
７
日
（
土
）
に
は
、
四
日
市
市
の
中
心
部
、

諏
訪
公
園
や
諏
訪
栄
町
商
店
街
を
会
場
と
し
、
映
画
の
上
映

会
を
行
い
ま
す
。
長
編
や
短
編
な
ど
、
国
内
の
自
主
製
作
映

画
を
中
心
に
、
上
映
い
た
し
ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
の
諏
訪
公

園
で
は
、
朝
か
ら
夜
ま
で
映
画
上
映
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

は
和
を
取
り
込
ん
だ
演
技
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は
屋

外
で
の
上
映
も
楽
し
め
る
予
定
で
、
秋
の
夕
涼
み
を
公
園
の

芝
生
に
座
り
な
が
ら
見
て
い
た
だ
き
ま
す
（
雨
天
の
場
合
は

屋
内
に
な
り
ま
す
）。
ま
た
商
店
街
内
会
場
で
は
、
映
画
の
討

論
会
や
講
義
な
ど
も
受
け
て
い
た
だ
け
る
時
間
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
１
０
月
８
日
（
日
）
に
は
、
四
日
市
市
の
北
部
、

「
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
」
の
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
自
主
製
作
映
画
の
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
す
。
７
月
末
ま
で

に
集
ま
っ
た
１
５
分
以
内
の
映
画
を
、
部
門
別
に
上
映
し
、

審
査
員
だ
け
で
は
な
く
、
来
ら
れ
た
観
客
の
皆
さ
ん
も
審
査

に
参
加
で
き
ま
す
。
結
果
は
当
日
夕
方
に
表
彰
式
で
発
表
し

ま
す
。
ま
た
夜
に
は
、
映
画
に
関
連
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
四
日
市
☆
映
画
祭
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

四
日
市
☆
映
画
祭
準
備
委
員
会
事
務
局 

水
谷
雅
寛 

小
津
安
二
郎
監
督
作
品
『
晩
春
』
上
映
会 

開
催
日
・
平
成
２
９
年
１
０
月
２
２
日
（
土
）
１
３
時
０

０
分 

会
場
・
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
映
像
ホ
ー
ル
（
尾
鷲

市
）
内
容
・『
晩
春
』（
１
９
４
９
年
）
上
映
＆
座
談
会 

（ 

藤
田
明
、
吉
村
英
夫
、
川
端
守
各
氏
）
料
金
・
無
料
、

定
員
８
０
名
（
要
申
込
先
着
順
）
主
催
・
熊
野
古
道
セ
ン

タ
ー 

協
力
・
三
重
フ
ェ
ス 

申
込
み
問
合
せ
・
熊
野
古

道
セ
ン
タ
ー
０
５
９
７
ー
２
５-

２
６
６
６ 

 

金
子
安
雄
生
誕
１
１
０
年
記
念
上
映
会 

開
催
日
・
平
成
２
９
年
１
１
月
２
３
日
（
祝
）
１
４
時
０

０
分 

会
場
・
津
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
地
下

１
階
）
内
容
・
津
市
出
身
の
映
画
作
家
金
子
安
雄
の
作
品

上
映
と
ト
ー
ク
、
解
説
・
三
重
フ
ェ
ス
藤
田
明 

料
金
・

無
料
た
だ
し
定
員
５
０
名
先
着
順 

主
催
・
三
重
フ
ェ
ス 

問
合
せ
・
０
９
０
―
８
７
３
５
―
８
９
７
１
（
田
中
） 

※
三
重
フ
ェ
ス
＝
三
重
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

次
号
「
シ
ネ
マ
游
人
」
特
集 

次
号
は
、
恒
例
の
今
年
度
日
本
映
画
ベ
ス
ト
ワ
ン

の
特
集
で
す
。
年
末
に
、
皆
さ
ん
に
選
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
日
頃
、
目
に
留
ま
っ
た
映
画
は
、
是
非
チ
エ

ッ
ク
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
集
計
結
果
は
同

時
に
、
東
ス
ポ
映
画
大
賞
ノ
ー
ミ
ネ
ー
ト
作
品
と
し
て

東
京
ス
ポ
ー
ツ
に
提
出
し
ま
す
。 

 

（
編
集
部
） 

  編
集
後
記 

■
今
号
は
、
平
山
秀
幸
監
督
に
ご
寄
稿
願
っ
た
。
ご
多
忙
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
諾
を
い
た
だ
き
感
謝
！
感
謝
で
あ
る
。

最
近
出
版
さ
れ
た
「
平
山
秀
幸
映
画
屋
街
道
」
（
ワ
イ
ズ
出

版
）
は
彼
ら
し
い
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
撮
影
裏
話
が
盛
り
沢
山

で
楽
し
い
。
興
味
あ
る
方
は
店
頭
で
お
求
め
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
四
日
市
図
書
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（
編
集
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
テ
レ
ビ
朝
日
の
昼
ド
ラ
『
や
す
ら
ぎ
の
郷
』
が
滅
法
面
白

い
。
脚
本
が
天
下
の
倉
本
聰
だ
け
に
、
出
演
者
は
往
年
の
名

優
が
続
々
と
集
ま
り
、
業
界
の
裏
話
や
役
者
の
過
去
の
ゴ
シ

ッ
プ
を
盛
り
込
ん
だ
、
実
に
楽
し
い
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
そ
の
郷
で
働
く
人
気
者
の
ハ
ッ
ピ
ー
（
松

岡
茉
優
）
が
な
ら
ず
者
に
回
（
強
姦
）
さ
れ
、
藤
竜
也
た
ち

老
人
が
立
ち
上
が
る
話
だ
っ
た
。
藤
は
日
活
ニ
ュ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
何
故
か
胸
が
熱

く
な
っ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
林
） 


